













































八幡中学校特別支援学級…5 名（1 年生…女子：1 名、男子：2 名）（2 年生…女子：1 名、男子 1 名）
中学校特別支援学級担任…1 名 保護者…1 名
◆和歌山大学：






本年度の「音楽の時間」は、2019 年 1 月末までに計４回行った。表 1 は参加者の内訳と、プログラム
の概要である。この他の活動として、担任との打ち合わせ（8 月 20 日＠和歌山大学）と文化祭での発表




表 1 2018 年度 八幡中学校での活動
第 1 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回
年月日 2018 年 6 月 19 日（火） 2017 年 9 月 26 日（火） 2017 年 10 月 19 日（火） 2017 年 11 月 13 日（火）
時間 11:30～12:30 11:25～12:10 11:30～12:30 11:30～12:30
参加者
八幡中学校：


















































が反省としてあげられた。第 1 に、機敏な動きが苦手な A にとって、即時的な表現が予想以上に負担に
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A とのかかわりはその最たるものであった。担任による A の様子に対する前向きな解釈や、活動に無
理なく参加するための様々な提案によって、A は安心して「音楽の時間」に参加できるようになった。さ
らには、この時間を楽しみにしてくれるようにもなった。また、以前からキーボードに興味をもっていた
A は、音楽劇でキーボードを担当することになり、とても真剣に取り組んでいた。当初は、前に出ること
を好まない A の性格に配慮して、キーボードとパワーポイントの操作といった裏方を担当する話になっ
ていた。しかし、「音楽の時間」外で練習を重ねるうちに、音づくりや踊り、そして最後は舞台上で声を
だして物語を締める役割も担うことになった。生徒たちの役割が変化するたびに、大学教員は彼らが演
奏しやすくなるよう曲や活動を改変していった。しかし、音楽劇を上演するためには、根気よく何度も練
習することが欠かせない。その部分を担ったのが担任であった。生徒たちの心に寄り添う丁寧な積み重
ねがあったからこそ、生徒たちは新しいことに挑戦し、互いを励まし認め合いながら音楽劇に取り組む
ことができた。生徒たちは自信をもって本番に挑むことができたようで、発表後担任から「来年も発表し
たいと言っている」との感想をいただいた。また、養護教員や学校の教員達、保護者や地域の方々が生徒
たちの堂々と発表する姿に喜んでいたこと、生徒たちの普段見せない姿に驚いていたこと、そして河童
鬼っ子の物語を扱ってもらい嬉しかったこと等を、後日担任から伝え聞いている。
「音楽の時間」は、一方的に活動を提供するのではなく、参加者全員で試行錯誤しながらつくりあげて
いくものである。音楽劇は、前述したように準備期間の短さから当初の計画から変更をせざるを得ない
状況が何度か起こった。とりわけ音楽面については、テクニックは平易であっても面白く、生徒たちの自
由な表現が生かされるような楽曲、地域の文化とかかわれるような選曲や活動などを意識したものの、
課題や反省点は尽きない。しかし、音楽劇の発表をとおして、僅かではあるものの清水地区の文化や人々
に触れる機会となったことは、「音楽の時間」の外側とのかかわりを目指す本取り組みにおいて意義深い
ものであった。連携校の担任へ感謝を申し上げるとともに、今後も一緒に活動し意見を交流させながら
吉備中学校・八幡中学校それぞれの「音楽の時間」を育んでいきたい。
